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組織拡充委員会 委員⾧ 木村寿宏

組織拡充のための勉強会

沖縄県連盟

ワクワク自然体験あそびの
進め方とその効果

－全国の事例から学ぶ－

加盟登録の概況について
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令和３（２０２１）年度

加盟登録総数 ８２，９６０人
（対前年度比 ９６．５０％【－３，００６人】）

スカウト加盟登録数 ４７，５７６人
（対前年度比 ９７．２２％【－１，３５８人】）

指導者・団委員加盟登録数 ３４，５３０人
（対前年度比 ９５．３８％【－１，６７２人】）

＊スカウトクラブ会員数などを除外しているため、スカウト加盟登録数＋指
導者・団委員加盟登録者数は加盟員総数とならない。

令和３(2021)年度の加盟登録数

① 今年度の特徴

ビーバースカウトの加盟登録数が、平成 年度以来、ビーバースカウトの加盟登録数が、平成14(2002)年度以来、
20年振りに対前年度比100％を超える。
・令和2(2020)年度7,152人→令和3(2021)年度7,185人 100.46%

加盟登録総数が前年度比100％を超えた県連盟は、過去５
年間で最高の９県連盟に。
・宮城県、山形県、栃木県、山梨、三重、滋賀、高知県、⾧崎県、大分県
・高知は5年連続

スカウトの新規加盟登録数は５部門全てで前年度より増加
するも、指導者、団委員は前年度より減少に。
・BVS:＋568  CS:＋519  BS:＋40 VS:＋9  RS:＋137
・指導者:－226  団委員:－47

令和３(2021)年度の特徴ースカウト数はやや持ち直すー
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

スカウト総数 93.47 94.24 95.64 92.52 97.22

BVS 93.67 93.88 98.57 87.18 100.46
CS 95.69 95.36 94.52 91.71 96.40
BS 93.01 93.65 97.87 95.55 95.34
VS 94.55 92.14 92.56 94.59 98.71
RS 94.90 95.27 93.34 92.36 98.26
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加盟登録数の経年変化
（スカウト総数と部門別スカウト数の対前年度比比較）

100.46%

前年度末を100％とした直近５か年登録数推移

前期３月

末
４月末 ５月末 ６月末 ７月末 ８月末 ９月末 １０月末 １１月末 １２月末 １月末 ２月末 ３月末

H30 (2018-2019) 100.00% 89.83% 90.95% 91.78% 92.63% 92.95% 93.34% 93.83% 94.14% 94.46% 94.62% 94.71% 94.72%
R01 (2019-2020) 100.00% 87.57% 88.97% 89.84% 90.66% 91.08% 91.59% 92.11% 92.44% 92.77% 93.05% 93.13% 93.14%
R02 (2020-2021) 100.00% 88.63% 89.43% 90.00% 90.62% 90.93% 91.63% 92.20% 92.65% 93.19% 93.52% 93.61% 93.62%
R03 (2021-2022) 100.00% 90.96% 92.08% 92.74% 93.50% 93.94% 94.47% 95.04% 95.50% 96.04% 96.38% 96.47% 96.50%
R04 (2022-2023) 100.00% 90.80% 92.16% 93.42% 94.38% 94.70% 95.47%
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9/30現在
79,206人

82,960人

過去4年間の平均伸び率で推計す
ると令和5年3月31日現在で、対前
年度比97.23%で81,600人となる。



4

過去５年の月別追加登録者数

４月末 ５月末 ６月末 ７月末 ８月末 ９月末 １０月末 １１月末 １２月末 １月末 ２月末 ３月末

H30 (2018-2019) 892 764 785 289 393 424 318 308 164 77 13
R01 (2019-2020) 978 750 385 385 487 467 309 284 268 75 13
R02 (2020-2021) 121 349 454 226 555 501 371 432 259 77 10
R03 (2021-2022) 780 506 564 298 435 468 388 442 292 56 20
R04 (2022-2023) 923 963 766 240 828
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令和4年度
「ボーイスカウトとあそぼう!

ワクワク自然体験あそび」
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実施会場数

478会場

令和４年度（10月8日現在）

38県連盟

512会場

令和２年度

45県連盟

328会場

令和３年度

32県連盟

参加した子どもの数（スカウトを除く）

11,753人 4,945人

令和2年度 令和3年度 令和4年度（10月3日現在）

6,336人
＊申込者数
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入隊に結び付いた数①（令和2年度）

377ヶ団 854人

全国 1,774ヶ団のうち
自然体験あそびに
参加した

*854人は令和3年4月1日から5月14日までに新たに加盟登録のあったスカウトのうち
自然体験あそびに参加した子どもの数

で が入隊

入隊した子どもの割合

7.26%

入隊に結び付いた数②（令和２年度）

入隊
人数

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人 10人
以上

団数 171 86 56 28 17 8 5 2 1 1 2

●入隊人数別団数

令和3年4月1日～5月14日に新たに加盟登録のあったスカウトは8,636人
この人数に占める自然体験あそび参加者の割合は 9.88%
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その他の興味深い数字（令和２年度）

17,959人 6,236校

2,700枚 2日

中止した会場を含めて
申込みのあった一般の子どもの数

チラシ配布にご協力いただいた学校数
（のべ数）

１会場あたりのチラシ配布数(平均) チラシ配布から定員に達するまでの日数

探検、冒険 料理(野外、ポップコーン、やきいも)

(追跡、ナイト)ハイキング 防災

ポイントラリー 観察(せみ、星空、くわがた等)

宝、宝さがし等 火おこし

忍者・忍者修行 デイキャンプ

工作(かかし､ペットボトルロケット､
水鉄砲、割ばし鉄砲)

秘密基地

昔あそび、芝スキー

川あそび、カヌー、ザリガニ取り 農業体験(いもほり、らっかせいほり)

プログラムキーワード

ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために
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ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

なぜ、参加者がこれまでより集まるのか?

①都道府県・市区町村教育委員会の後援を得る
ことで、自然体験あそびへの信頼度が高まる
とともにチラシの配付など学校等の協力を得
やすくなった。

※後援には、公益目的が必要なため「募集」を目的とした
場合は認められないことがほとんどです。

ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

なぜ、参加者がこれまでより集まるのか?

②チラシから「スカウト募集」という言葉が無
くなったことから、保護者が参加申込みをす
る際の心理的ハードルが低くなった。また、
申込み方法が電話やメールからフォーム入力
になり手軽になった。

※スマートフォンからQRコードを読み取って、申込みが
できるという手軽さはこれから必須になります。
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ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

ワクワク自然体験あそびでスカウト募集は出来ないのか?
都道府県・市区町村教育委員会の後援を得てい
れば、直接的な募集は難しいですが、
①解散時に次回の隊集会の案内を渡したり、
②事業の終了後に保護者向けのアンケートを行
い「今後も同様の活動のご案内を差し上げて
もよいですか」という項目を設ける

などの工夫をしている団は数多くあります。ま
ずは、ボーイスカウトの存在、自然体験あそび
の魅力を保護者、子どもに知ってもらうことが
大切です。

ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

自然体験あそびの中の保護者への対応は?
保護者だけのグループ
を作り保護者用のプロ
グラムを提供したり、
子どもの様子を見なが
ら、保護者にその自然
体験活動やねらいを説
明する。
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2021年度入団数累積（全国）
5,631

入
団
者
数

93.8%

BVS CS

新規加盟員の９０％以上がビーバー・カブ年代ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

新規加盟員の90％以上が
ビーバースカウト、カブス
カウト
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ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

ワクワク自然体験あ
そびの開催数が多い
県連盟は、新規加盟
者数が多い
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ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

新規加盟員獲得には
参加者数30～40人
以下が効果的

ワクワク自然体験あそびを効果的に開催するために

２つのデータからいえることは?
定員を30～40人以下とし、複数回開催することが最も効果的である。

いつもの隊集会がまさに「ワクワク自然体験あそび」です。特別
なイベントをやろうとするのではなく、「いつもの隊集会」で「地
域の子ども」と遊ぶという意識で実施しては如何でしょうか。
そのことで、指導者の負担も軽くなり、またやろうかという気持

ちも生まれます。

毎回（いつも）の隊集会がワクワク自然体験あそび
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こんな運営上の工夫をしています！

・あえて集合隊型をとらずに、親しいみやすい雰囲気での開会式
・グループのリーダは、ボーイ隊のスカウト

⾧野県連盟・茅野第1団

こんな運営上の工夫をしています！

・受付ではスカウトが参加者を迎える
・開会まで、スカウトと指導者がゲームでアイスブレイク

岡山県連盟・西大寺第1団
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こんな運営上の工夫をしています！

・地域資源の有効活用
モンベルとの協働（ボルタリング施設の活用とブースの運営）

愛媛県連盟・西条地区

こんなプログラムを展開しています！

・ドームテントを張ってみよう
・キャンプに必要なものを選んでザックにパッキングして、背負っ
てみよう

⾧野県連盟・茅野第1団
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こんなプログラムを展開しています！

・ワクワクドキドキの暗夜行路
・ベンチャースカウトがフォローしながらの綱渡り

鳥取県連盟・鳥取第1団・第７団

こんなプログラムを展開しています！

・スタンプラリーとキャプファイヤー
（午後から開始し、夕食を取って夜のプログラム）

鳥取県連盟・米子第８団
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N 2021 3 №742 P12 P15

・地域資源の有効活用①会場の立地と交通利便性

・地域資源の有効活用②企業とのタイアップ

・スカウトを中心にした運営

・新型コロナウイルス感染症対策

・時間の有効活用と親しみやすいセレモニー

・ビーバー、カブ年代に分かれて活動

・保護者にも子どもと同じ体験活動を提供

・入団に結びつけるために大切なアフターフォロー

・「スカウト運動普及のため」にするか、「新規加

盟員獲得のため」にするか

・「スカウト運動普及のため」に本事業を実施する

場合の留意点

・1つの学校等に対して個別に複数の団がチラシの
配付を依頼しない。

N 2021 №74 P1 P1

2020

・実施会場数

・参加した子どもの数

・入隊に結び付いた事例数

・その他の興味深い数字

・ボーイスカウトの認知度

・保護者が我が子に身につけて欲しい力

N 2022 3 №748 P12 P13

・加盟員減少地域で実施

・メディアを巻き込んだ自然体験活動を

・保護者にもプログラムを提供

・2021年度の取り組み実績
・学校を通じたチラシの配付

参考に
してください!

・スカウトを中心とした運営

・受付後の時間の有効活用

・親しみやすいセレモニー

・保護者にもスカウトと同じ体験を

・毎回の隊集会が自然体験あそび

・大切なアフターフォロー

・部門別体験プログラム

・ボーイ・ベンチャー・ローバースカウトの活躍

・体験のお子さんはスカウトと一緒に

・体験後のアフターフォローで入団につなげる

・参加申込みの際によくある質問

・定員オーバーが顕著な例

・チラシ配付から応募まで

・一過性でない地域・行政との連携強化

・コロナ禍で有効な親子同伴のポイントラリー方式

・スカウトの見える化の工夫

・加盟員減少地域で県連盟挙げて実施

・保護者向け体験プログラムの仕掛け

参考に
してください!


